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雨
が
続
い
た
夏
も
終
わ
り
、
夜
に
は
虫
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
薬
師
如
来
大
祭
を
開
催
致
し
ま
す
。
宗
禅
寺
の
お
薬
師
様
は
昔
々
よ
り

地
域
の
皆
様
を
お
見
守
り
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
お
参
り
を
し
て
い
た
だ
き

御
利
益
を
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

　
檀
信
徒
以
外
の
皆
様
の
ご
来
山
も
大
歓
迎
致
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
の

ご
来
山
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

薬師祭手作り屋台
村のおじさん、お兄さんがやります。

◆ 

14
時
30
分

◆ 

15
　
時

　
　

◆ 

15
時
20
分

◆ 

16
時
20
分

◆ 

17
　
時

◆ 

18
　
時

◆ 

18
時
40
分

◆ 

19
時
20
分

ジ
ャ
ン
ガ
ン
町
内
ふ
れ
回
り

大
祭
健
康
祈
願
法
要

百
万
遍
の
数
珠
回
し

　
　

日
本
舞
踊
・
講
談
「
耳
な
し
芳
一
」

子
供
達
の
日
本
舞
踊
・
御
詠
歌
・
式
典

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
で
の
仏
教
的
音
楽
演
奏

フ
ラ
メ
ン
コ
（
エ
ル
ム
ン
ド
と
仲
間
達
）

伊
庭
末
男
さ
ん
民
謡
シ
ョ
ー

 
●

建
長
汁
　
●

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

 
●

綿
　
飴
　
●

ジ
ュ
ー
ス

奉
納
舞
台
プ
ロ
グ
ラ
ム

令
和
元
年
薬
師
如
来
大
祭

お
薬
師
様
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 
 ●

名
物
鯛
焼      

（
一
〇
〇
円
）

 
●

焼
き
そ
ば      

（
一
〇
〇
円
）

 
●

焼
　
鳥 

　     

（
一
〇
〇
円
）

 
 ●

ビ
ー
ル 

　     

（
二
〇
〇
円
）

手
作
り
屋
台

※
時
間
は
お
お
ま
か
な
予
定
で
す

※

彼
岸
早
朝
坐
禅
会
、
二
十
日
〜
二
十
六
日
迄
。
朝
六
時
〜
七
時
で
す
。

薬
師
如
来
大
祭

十
月
五
日（
土
）
午
後
三
時
〜
八
時

雨
天

決
行

◆
伊
豆
河
津
・
栖
足
寺
千
葉
兼
如
和
尚
　
　

　
　
　
　   「
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
で
の
仏
教
的
音
楽
演
奏
」

◆
N
A
O
K
O
　
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
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去
る
七
月
十
五
日
に
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
法
要
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
近
在
か
ら
二
十
一
名
の
和
尚
さ

ん
が
お
越
し
下
さ
り
、
荘
厳
な
法
要
を
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

盂
蘭
盆
は
通
称
お
盆
と
言
わ
れ
、
昔
か
ら
亡
き

ご
先
祖
様
が
ご
自
宅
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
期
間
で
す
。
地
方
で
は
八
月
で
す
が
、

東
京
で
は
七
月
十
三
日
〜
十
六
日
が
お
盆
期
間
と

言
わ
れ
、
宗
禅
寺
で
は
昔
か
ら
お
盆
中
に
施
餓
鬼

法
要
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
盆
を
迎
え
る

皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
亡
き
ご
家
族
の
方
の
ご
供
養

に
な
り
ま
す
の
で
、
毎
年
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

大
変
有
り
難
い
で
す
。
来
年
も
七
月
十
五
日
午
後

二
時
か
ら
（
法
話
午
後
一
時
）
施
餓
鬼
法
要
を
執

り
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

八
月
三
日
の
晩
に
毎
年
の
灯
籠
流
し
が
、
市
内
の
宮
ノ
下

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
か
ら
新
し
く
元
都
議

会
議
員
の
島
田
幸
成
様
を
実
行
委
員
長
に
お
迎
え
し
て
、
向

こ
う
四
年
間
お
つ
と
め
い
た
だ
き
ま
す
。

　

灯
籠
流
し
は
お
盆
の
送
り
火
と
し
て
行
わ
れ
る
行
事
で
す

が
、
近
年
で
は
河
川
の
使
用
許
可
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
お
り
、
羽
村
の
灯
籠
流
し
は
西
多
摩
に
お
い
て
は
唯
一

の
灯
籠
流
し
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
流
れ
る

灯
籠
の
灯
り
が
闇
夜
に
綺
麗
に
う
つ
り
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と

共
に
、
会
場
は
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
八
月
の
第
一
土
曜
日
の
晩
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

駐
車
場
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

盂
蘭
盆
施
餓
鬼
法
要

盂
蘭
盆
施
餓
鬼
法
要

羽
村
灯
籠
流
し

羽
村
灯
籠
流
し

う
　
ら
　
ぼ
ん 

せ
　
が  

き

う
　
ら
　
ぼ
ん 

せ
　
が  

き

第
37
回
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別
送
の
お
便
り
に
て
す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
秋

に
宗
禅
寺
の
本
山
、
鎌
倉
建
長
寺
を
正
式
参
拝
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

建
長
寺
は
建
長
年
間
（
１
２
４
９
〜
１
２
５
６
）
、
時
の
鎌
倉
幕
府

執
権
北
条
時
頼
公
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
時
頼
公
ご
自
身
も
深

く
仏
教
に
帰
依
を
さ
れ
、
次
世
代
を
担
っ
て
い
く
人
材
育
成
の
た
め
、

禅
の
教
え
を
学
べ
る
お
寺
と
し
て
建
長
寺
を
お
創
り
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
参
拝
で
は
、
宗
禅
寺
檀
信
徒
皆
様
の
ご
先
祖
様
の
ご
供
養
法

要
を
、
本
山
建
長
寺
が
境
内
の
法
堂
（
関
東
最
大
の
木
造
建
築
）
に
て

執
り
行
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
昼
食
は
本
山
に
て
精
進
料
理
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
山
へ
の
正
式
参
拝
は
、
な
か
な
か
機
会
を
作
る
の
も
難
し
い
の
で
、

非
常
に
貴
重
な
お
参
り
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
ま
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
日
取
り
】　

十
月
三
十
日
（
水
）

【
出
発
】　
　

宗
禅
寺
七
時
半
予
定

【
日
程
】　
　

午
前
中　

建
長
寺
お
参
り

　
　
　
　
　
　

昼
食　
　

建
長
寺
に
て

　
　
　
　
　
　

午
後　
　

鎌
倉
自
由
散
策
予
定

【
参
加
費
】　

お
一
人
様
一
万
円
に
て

　
　
　
　
　
　

（
バ
ス
代
、
昼
食
、
般
若
札
お
守
り
代
含
む
）

【
お
申
し
込
み
】

　

同
封
の
専
用
葉
書
に
て
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
お
寺
に
直
接
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

本
山
建
長
寺
檀
参 

「
正
式
参
拝
」

　
　

毎
年
秋
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
、
寺
社
巡
り
の
旅
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
、
ご
連
絡
致
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
九
月
二
十
一
日
か
ら
受
付
致
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
取
り
】　

十
一
月
十
四
日
（
木
）

【
出
発
時
間
】
午
前
七
時
半
予
定

【
行
き
先
】　

埼
玉
県
川
口
市
さ
い
た
ま
市
等

【
参
加
費
】　

お
一
人
様
三
〇
〇
〇
円
に
て
バ
ス
代
、
保
険
代
含
む

　
　
　
　
　
　

※
旅
行
当
日
に
お
納
め
下
さ
い

【
定　

員
】　

四
十
八
名

【
お
申
し
込
み
】 

ご
芳
名
、
ご
住
所
、
お
電
話
番
号
（
緊
急
連
絡
先
）、
旅
行
当
日

　
　
　
　
　
　
　
　

の
ご
年
齢
を
添
え
て
、
お
寺
に
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

寺
子
屋
委
員
会

秋
の
寺
社
巡
り
の
旅

本
山
建
長
寺
檀
参

 

寺
子
屋
委
員
会
秋
の
寺
社
巡
り
の
旅

前回繰越 31，879円
収　　入 64，832円
  

支　　出 60，000円 
　　内　訳　 20，000円 羽村市社会福祉協議会様 
　　　　　 20，000円  あしなが東日本大震災遺児支援募金様
　　　　　 20，000円  建長寺観音募金

繰　　越 36，711円

　皆様からの募金、お賽銭をこのように使っ
ています。ご協力ありがとうございます。

宗禅寺観音募金
（令和元年6月28日～令和元年9月9日）
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御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

十
月　
　
　

一
日 

平
田　

蓮
治

十
月　
　
　

二
日 

水
村
や
え
子

十
月　
　

十
三
日 

大
野
カ
ツ
子

十
月　

二
十
二
日 

大
久
保
孝
志

十
月　

二
十
三
日 

秋
山
平
三
郎

十
月　

二
十
五
日 

小
坂　

多
七

十
一
月
二
十
一
日 

日
野　

文
良

十
一
月
二
十
七
日 

中
野　

裕
子

十
一
月
二
十
七
日 

青
木
キ
ヨ
ノ

十
二
月　

十
八
日 

大
貫　

進
一

十
二
月　

十
九
日 

新
井　

靜
江

十
二
月
二
十
一
日 

雨
倉　

米
子

十
二
月
二
十
五
日 

伊
藤　

キ
ミ

平
成
三
十
一
年

一
月　
　
　

三
日 

清
水　

コ
ト

一
月　
　

十
二
日 

小
嵐
千
枝
子

一
月　
　

十
九
日 

岩
堀　

文
枝

一
月　
　

二
十
日 

平
田　

ミ
ヤ

一
月　

二
十
六
日 

雨
倉　

ム
ラ

二
月　
　
　

八
日 

中
村　

昭
吾

二
月　
　
　

十
日 

市
川　

光
子

二
月　

二
十
二
日 

島
田
き
み
子

二
月　

二
十
六
日 

小
川
喜
代
子

十
月　
　

十
一
日 

島
田　

富
夫

十
月　
　

十
五
日 

星
野　

正
之

十
月　

二
十
六
日 

大
竹　

峰
人

十
月　

三
十
一
日 

小
宮
山
琴
枝

十
一
月　
　

六
日 

鈴
木　

寛
二

十
一
月
二
十
一
日 

池
田
ト
キ
子

十
一
月
二
十
二
日 

新
井　

美
雪

十
一
月　

三
十
日 

大
塚　

清
子

十
二
月　

二
十
日 

雨
倉
多
賀
子

十
二
月　

二
十
日 

長
谷
川
和
子

十
二
月
二
十
七
日 

中
野
シ
ゲ
子

十
二
月
二
十
九
日 

秋
葉　

ヨ
ネ

平
成
三
十
年

一
月　
　
　

五
日 

雨
倉　

政
一

一
月　
　

十
六
日 

南
雲　

和
男

一
月　

二
十
五
日 

朱
通　

偆
一

一
月　

三
十
一
日 

大
野　

伸
夫

二
月　
　
　

三
日 

中
村　
　

晃

二
月　
　
　

六
日 

神
野　

洋
幸

二
月　
　
　

九
日 

町
田　

宗
治

二
月　
　
　

十
日 

金
原
富
美
子

二
月　
　

十
一
日 

小
俣　

正
雄

二
月　
　

十
五
日 

小
林　

茂
夫

十
月　
　
　

一
日 

中
根　

辰
雄

十
月　
　

十
五
日 

小
出
キ
ミ
子

十
月　
　

十
七
日 

深
野　

之
伯

十
月　

二
十
四
日 

松
田
フ
ジ
子

十
一
月　
　

十
日 

吉
田　

幸
二

十
一
月　

二
十
日 

中
野　

善
治

十
一
月
二
十
四
日 

中
村　

保
雄

十
一
月
二
十
七
日 

近
藤　
　

博

十
一
月
二
十
七
日 

井
澤　

義
昭

十
二
月　

十
一
日 

桑
谷
日
登
志

十
二
月　

十
七
日 

小
林　
　

正

十
二
月　

十
七
日 

野
村　

キ
ヨ

十
二
月
二
十
一
日 

秋
山　
　

猛

平
成
二
十
六
年

一
月　
　
　

三
日 

中
根
壽
美
枝

一
月　
　
　

三
日 

太
田　
　

稔

一
月　
　

十
一
日 

秋
山　

恒
夫

一
月　
　

十
五
日 

石
川
千
鶴
子

一
月　
　

十
九
日 

島
田　

純
一

一
月　

二
十
九
日 

大
野　

民
子

二
月　
　
　

二
日 

春
原　
　

豊

二
月　
　
　

十
日 

瀬
戸
ス
ミ
子

二
月　
　

十
二
日 

今
田　

和
隆

二
月　
　

十
二
日 

千
葉
す
づ
子

二
月　
　

十
八
日 

島
田　

リ
ン

二
月　

二
十
六
日 

関
矢
カ
ズ
コ

十
月　
　
　

五
日 

斎
藤　

テ
ル

十
月　
　

十
六
日 

渡
辺　

佐
平

十
月　

二
十
二
日 

島
田　

守
子

十
月　

二
十
三
日 

島
田　

宏
子

十
月　

二
十
三
日 

島
田　

健
三

十
月　

二
十
五
日 

西
山　

和
夫

十
一
月　
　

一
日 

岡
野
八
重
子

十
一
月　
　

七
日 

柿
崎　

修
一

十
一
月　
　

九
日 

小
林　

久
平

十
一
月
二
十
八
日 

島
田　

定
雄

十
一
月　

三
十
日 

中
村　

正
重

十
二
月　
　

八
日 

中
村　

喜
一

一
二
月
二
十
六
日 

秋
山　

文
平

平
成
二
十
年

一
月　
　
　

三
日 

園
花　

孝
司

一
月　
　
　

六
日 

大
野　

幸
男

一
月　
　

十
九
日 

中
野　

畊
二

二
月　

二
十
六
日 

古
川　

次
郎

十
月　
　
　

九
日 

市
川　

友
治

十
月　
　

十
一
日 

小
林　

ハ
ツ

十
月　

二
十
一
日 

清
水　

ス
ミ

十
月　

二
十
八
日 

竹
中
貴
美
子

十
一
月　

十
六
日 

桑
谷　

英
明

十
二
月　
　

二
日 

磯
貝
鉄
之
介

十
二
月　
　

三
日 

中
根　

秀
男

十
二
月　
　

七
日 

串
田　

一
雄

十
二
月　
　

十
日 

島
田　

コ
ト

十
二
月
二
十
七
日 

新
井　

一
男

十
二
月　

三
十
日 

島
田　

ウ
メ

平
成
十
六
年

一
月　
　
　

八
日 

細
渕　

欣
弥

一
月　
　

十
三
日 

笠
原　

政
榮

一
月　

二
十
一
日 

小
林　

宣
子

二
月　
　
　

八
日 

田
辺　

幸
夫

二
月　
　

十
一
日 

小
西
菊
太
郎

十
月　
　
　

一
日 

板
橋　
　

裕

十
月　
　
　

五
日 

島
田　

力
三

十
月　
　
　

七
日 

菊
地　

久
吉

十
月　
　

十
六
日 

小
林　

新
一

十
月　
　

三
十
日 

平
澤　

サ
ダ

十
一
月　

十
一
日 

雨
倉
ヨ
シ
子

十
一
月
二
十
五
日 

西
山　

愛
善

十
二
月
二
十
五
日 

島
田　

ナ
カ

十
二
月
三
十
一
日 

奥
崎　
　

寅

平
成
十
年

一
月　
　
　

五
日 

岩
田　

ミ
ノ

一
月　
　
　

七
日 

桜
沢　

タ
カ

一
月　
　
　

八
日 

吉
野
可
南
子

一
月　
　

十
八
日 

梅
津　

星
那

一
月　
　

十
九
日 

三
上
勝
四
郎

一
月　

二
十
二
日 

柿
田　

直
美

二
月　
　
　

二
日 

中
野　

直
一

二
月　
　
　

五
日 

中
野　

幸
造

二
月　
　
　

九
日 

塩
野　

恒
雄

二
月　
　
　

十
日 

中
村　

ア
サ

二
月　
　

十
六
日 

雨
倉
イ
サ
ノ

十
月　
　
　

六
日 

吉
川
田
鶴
子

十
月　
　
　

十
日 

秋
山　

徳
子

十
月　
　

十
四
日 

新
藤　

忠
代

十
月　
　

十
六
日 

横
田　

三
郎

十
月　
　

十
九
日 

菊
地
家

十
月　
　

三
十
日 

山
口　

正
惠

十
一
月
二
十
一
日 

遊
佐　

ヨ
ネ

十
一
月　

三
十
日 

斎
藤　

嘉
七

平
成
六
年

一
月　
　
　

一
日 

中
根　

ヨ
キ

一
月　
　
　

八
日 

竹
中　

秀
平

一
月　
　

十
三
日 

武
末　

哲
夫

一
月　
　

十
九
日 

中
野　

フ
ク

一
月　

二
十
四
日 

永
島　

松
夫

二
月　
　
　

一
日 

小
坂
ヌ
イ
子

二
月　
　

十
六
日 

河
村　
　

勇

二
月　
　

二
十
日 

福
留　

宏
明

十
月　
　
　

七
日 

草
野
千
佐
子

十
月　

二
十
六
日 

中
里
ジ
ュ
ン

十
月　

三
十
一
日 

新
井　

イ
セ

十
一
月　
　

三
日 

山
田　

勝
次

十
一
月　
　

十
日 

馬
田　

正
信

十
一
月　
　

十
日 

設
楽
家

十
一
月　

十
九
日 

雨
倉　

ク
ラ

十
二
月　

十
九
日 

北
田　

ト
ミ

十
二
月
三
十
一
日 

島
田　

太
助

昭
和
六
十
三
年

一
月　
　

十
六
日 

中
根　

善
雄

一
月　

二
十
九
日 

加
藤
家

二
月　
　
　

五
日 

宮
沢　

正
名

二
月　
　
　

五
日 

雨
倉　

重
夫

二
月　
　
　

八
日 

鈴
木
ふ
ぢ
よ

二
月　
　

十
七
日 

馬
場　

𣳾
子

二
月　

二
十
六
日 

清
水　

作
一

　
本
年
十
月
か
ら
来
年
二
月
に
節
目
の
年
忌
を
迎
え
る
皆
様
で
す
。ご
法
要
の
お
申
込
み
は
お
電
話
で
も

大
丈
夫
で
す
。ご
不
明
な
点
も
お
気
軽
に
お
寺
に
ご
相
談
下
さ
い
。ご
都
合
で
ご
法
要
を
な
さ
ら
な
い
場

合
に
は
、お
塔
婆
を
建
て
て
の
墓
参
供
養
も
ご
ざ
い
ま
す
。ご
家
族
皆
様
で
真
心
を
形
に
表
し
ま
し
ょ
う
。

一
周
忌
　
平
成
三
十
年
御
逝
去

◆ 
年
忌
霊
位
（
本
年
十
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で
）

年
忌
に
あ
た
る
御
霊
位

年
忌
に
あ
た
る
御
霊
位

三
回
忌
　
平
成
二
十
九
年
御
逝
去

七
回
忌
　
平
成
二
十
五
年
御
逝
去

十
七
回
忌
　
平
成
十
五
年
御
逝
去

十
三
回
忌
　
平
成
十
九
年
御
逝
去

二
十
三
回
忌
　
平
成
九
年
御
逝
去

二
十
七
回
忌
　
平
成
五
年
御
逝
去

三
十
三
回
忌
　
昭
和
六
十
二
年
御
逝
去
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私
が
二
〇
代
の
中
頃
、
信
州
上
田
の
前
山
寺
三

重
塔
を
見
て
以
来
、
塔
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
各

地
に
あ
る
三
重
塔
や
五
重
塔
を
訪
ね
歩
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

前
山
寺
三
重
塔
は
、
室
町
時
代
末
期
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
塔
と
い
う
も
の
に
は
、
各
層
ご
と
に

縁
や
手
す
り
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
前
山
寺

三
重
塔
は
一
層
に
は
あ
り
ま
す
が
、
二
層
、
三
層

は
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
は
じ
め
は
つ
け
る
予

定
で
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
す
。
前
山
寺
三
重
塔
は
、
未
完
成
な
の
で

す
。
し
か
し
、
縁
や
手
す
り
は
飾
り
だ
か
ら
、
な

か
っ
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
し
て
「
未
完
成

の
完
成
塔
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
重
塔
を

実
際
に
み
て
も
何
の
不
自
然
さ
も
感
じ
さ
せ
ず
、

か
え
っ
て
簡
素
で
か
つ
崇
高
な
美
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
三
重
塔
を
未
完
成
の
ま
ま
に
終
了
さ
せ
て

し
ま
っ
た
大
工
は
、
さ
て
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

文
豪
幸
田
露
伴
の
『
五
重
塔
』
に
は
、
腕
は
あ

る
が
ぐ
ど
ん
な
性
格
か
ら
「
の
っ
そ
り
十
兵
衛
」

と
い
う
大
工
が
登
場
し
ま
す
。
谷
中
感
応
寺
の
五

重
塔
建
立
に
あ
た
っ
て
、
世
間
か
ら
名
工
と
い
わ

れ
、
か
つ
十
兵
衛
に
と
っ
て
は
恩
義
の
あ
る
親
方

の
川
越
の
源
太
と
張
り
合
っ
て
、
み
ご
と
五
重
塔

を
完
成
す
る
物
語
で
す
。

　

落
成
式
を
前
に
し
て
暴
風
雨
が
襲
い
ま
す
。
五

重
塔
は
左
右
に
揺
れ
て
、
き
し
む
音
も
し
て
い
つ

倒
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
し
た
寺
男
が
十
兵

衛
の
家
に
行
き
見
に
来
て
欲
し
い
と
い
う
が
、
十

兵
衛
は
「
風
か
吹
い
た
と
て
騒
ぐ
に
は
及
ば
な

い
。」「
塔
は
大
丈
夫
倒
れ
ま
せ
ぬ
。
何
の
こ
れ
ほ

ど
の
暴
風
雨
で
倒
れ
た
り
折
れ
た
り
す
る
よ
う
な

も
ろ
い
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
と
頑
固
に

断
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
度
は
感
応
寺
の
上
人
様

の
い
い
つ
け
で
あ
る
と
偽
り
、
再
度
要
請
す
る
と

十
兵
衛
は
し
か
た
が
な
く
嵐
の
中
を
谷
中
に
向
か

い
ま
す
。
自
分
の
技
術
を
信
じ
る
十
兵
衛
は
、
強

風
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
を
覚
悟
し
て
五
重
塔
の
最

上
階
に
昇
り
立
ち
続
け
ま
す
。
そ
の
後
嵐
は
お
さ

ま
り
ま
し
た
が
、
果
た
し
て
五
重
塔
は
倒
れ
る
こ

と
も
な
く
、
一
寸
一
分
の
歪
み
も
な
か
っ
た
の
で

す
。

　

『
五
重
塔
』
の
モ
デ
ル
は
谷
中
の
天
王
寺
五
重

塔
で
、
残
念
な
が
ら
昭
和
三
二
年
火
災
で
焼
失
し

て
し
ま
い
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
羽
村
の
寺
や
神
社
の
建
築
に

か
か
わ
っ
た
小
林
藤
馬
と
い
う
宮
大
工
が
い
ま
し
た
。

　

藤
馬
は
通
称
で
、
小
林
播
磨
が
正
式
名
で
す
。

本
名
は
、
小
林
弁
右
衛
門
で
青
梅
市
木
野
下
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
小
林
家
は
代
々
大
工
を
営
ん
で
い

て
、
藤
馬
は
六
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。
文
政
一
三

年
（
一
八
三
〇
）
に
は
、
神
祇
管
領
か
ら
神
社
の

上
棟
式
に
は
、
風
折
烏
帽
子
狩
衣
の
着
用
を
許
可

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
林
藤
馬
は
、
相
当
な
格
式
を

も
っ
た
宮
大
工
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

藤
馬
の
羽
村
に
お
け
る
業
績
は
、
一
峰
院
鐘
楼

門
、
水
神
社
・
稲
荷
神
社
・
松
本
神
社
本
殿
、
禅

林
寺
本
堂
及
び
庫
裏
、
阿
蘇
神
社
・
稲
荷
神
社
の

御
輿
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
小
林
藤
馬
の
代
表
作
は
東
京

都
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
一
峰
院

鐘
楼
門
で
す
。

　

こ
の
鐘
楼
門
は
寺
の
山
門
と
鐘
付
き
堂
を
兼
ね

備
え
た
建
物
で
す
。
専
門
家
に
よ
る
と
鐘
楼
門
は

数
が
少
な
く
、
な
か
で
も
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
の

門
は
珍
し
く
、
大
き
い
が
軽
快
な
感
じ
で
バ
ラ
ン

ス
の
よ
く
と
れ
た
門
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
峰
院
鐘
楼
門
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
逸

話
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
門
が
完
成
し
た
数
日
後
、
大
風
が
吹
い
て

門
が
少
々
傾
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
檀
家

の
人
が
藤
馬
の
と
こ
ろ
に
行
き
伝
え
る
と
、
「
そ

う
か
、
そ
の
く
ら
い
傾
い
て
ち
ょ
う
ど
よ
い
、
乾

く
と
ぴ
っ
た
り
い
く
」
と
胸
を
張
っ
て
い
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
門
は
徐
々
に
安
定
し
た
の
で
す
。

　

前
山
寺
三
重
塔
、
谷
中
天
王
寺
五
重
塔
、
一
峰

院
鐘
楼
門
そ
れ
ぞ
れ
に
職
人
気
質
、
職
人
魂
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
職
人
気
質
と
は
職
人

自
信
が
意
識
し
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
か

と
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
参
考
図
書
》『
羽
村
町
郷
土
博
物
館
紀
要
第
二
号
』

　
　
　
　
　
　
平
岡
昌
一
著
「
宮
大
工
・
小
林
藤
馬
」

文
庫
長
だ
よ
り
島
田  

秀
男

ふ
う
せ
つ
え
ぼ
し
か
り
ご
ろ
も

は
り
ま
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正
俊
閑
栖
日
記

〇
鎌
倉
・
松
ヶ
岡
文
庫
（
鈴
木
大
拙
居
士
）
の
評

議
員
会
。
次
に
湯
島
・
麟
祥
院
さ
ん
の
小
川
隆

先
生
の
臨
済
録
講
義
を
拝
聴
。 

６
／
10

〇
鎌
倉
建
長
寺
吉
田
正
道
管
長
宅
で
高
校
ミ
ニ
ク

ラ
ス
会
。
カ
ラ
オ
ケ
ま
で
つ
き
あ
う 

６
／
11

〇
鎌
倉
・
東
慶
寺
で
横
田
南
嶺
老
師
の
仏
光
録

（
無
学
祖
元
）
の
講
義
。
丁
寧
な
お
話
し

 

６
／
13

〇
銀
座
・
松
屋
で
松
長
剛
士
鎌
倉
彫
ア
ク
セ
サ
リ

ー
展
。
一
平
で
高
橋
秀
栄
先
生
、
彭
丹
さ
ん
、

岡
倉
さ
ん
と
一
献
。 

６
／
14

〇
薬
師
講
役
員
会　

と
う
ろ
う
流
し
の
こ
と
な

ど
。
九
月
の
土
曜
講
座
Ｐ
Ｒ
。 

６
／
16

〇
福
生
・
長
徳
寺
住
職
甘
來
誼
章
師
、
大
動
脈
乖

離
で
突
然
の
死
去
七
十
五
歳
。
竹
馬
の
友
の
死

に
、
シ
ョ
ッ
ク
。
私
は
七
十
三
歳
。 

６
／
18

〇
長
徳
寺
甘
來
師
を
弔
問
。 

６
／
19

〇
鎌
倉
禅
研
究
会　

松
原
正
樹
師
・
本
郷
和
人
先

生
。
七
十
人
を
越
え
る
聴
講
。 

６
／
20

〇
宗
禅
寺　

写
経
会
、
御
詠
歌
、
健
康
体
操
と
大

賑
わ
い
。
四
時
長
徳
寺
和
尚
納
棺 

６
／
21

〇
土
曜
講
座　

細
谷
圭
二
さ
ん
、
河
村
康
博
先

生
。
荒
天
の
中
、
四
十
人
来
山
。
土
曜
坐
禅
会

も
二
十
人
。 

６
／
22

〇
横
須
賀
か
ら
近
藤
夫
妻
来
山
。
う
ど
ん
教
室
。

五
日
市
・
徳
蔵
寺
鈴
木
教
允
和
尚
通
夜 
６
／
25

〇
徳
蔵
寺
・
教
允
和
尚
葬
儀
。 

６
／
26

〇
朝
の
体
操
に
腹
筋
を
入
れ
る
。足
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
、両
手
上
げ
と
共
に
。 

６
／
27

〇
福
生
長
徳
寺
甘
來
和
尚
、
密
葬
。 

６
／
28

〇
麹
町
・
ユ
ニ
テ
画
廊
へ
。
清
宮
質
文
展 
６
／
29

●
六
月
の
来
山
者
九
三
一
人
で
し
た
。

〇
七
月
に
入
り
お
寺
の
お
施
餓
鬼
法
要
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
日
は
青
梅
の
宗
徳
寺
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
宗
建
寺
五
日
、
延
命
寺
十
日
、
玉
泉
寺
十

一
日
、
禅
林
寺
・
珠
陽
院
十
三
日
、
禅
福
寺
・

一
峰
院
十
四
日
、
長
徳
寺
・
当
山
十
五
日
、
東

禅
寺
十
六
日
、
林
泉
寺
十
七
日
と
続
き
ま
す
。

 

７
／
１

〇
葉
山
・
稲
穂
さ
ん
の
ご
長
男
、
一
志
さ
ん
急

逝
。
通
夜
・
葬
儀
に
駆
け
つ
け
る
。
四
十
二

歳
。 

７
／
２

〇
宗
禅
寺
総
代
会　

お
施
餓
鬼
の
こ
と
、
瑞
穂
羽

村
の
土
地
、
建
長
寺
檀
参
の
相
談
。 

７
／
３

〇
上
野
・
宋
雲
院
さ
ん
で
佐
々
木
閑
先
生
の
大
乗

仏
教
は
ど
う
生
ま
れ
た
か
勉
強
会
。 

７
／
５

〇
護
持
会
・
薬
師
講
役
員
で
お
盆
掃
除
を
し
て
下

さ
る
。
健
康
体
操
。
坐
禅
会
と
色
 々

７
／
６

〇
東
京
霊
園
で
一
番
星
、
星
さ
ん
納
骨 

７
／
６

〇
朝
粥
坐
禅
会
十
八
人　

粥
後
、
お
施
餓
鬼
の
支

度
を
し
て
下
さ
る
。
あ
り
が
た
い
。
薬
師
講
の

か
た
、
と
う
ろ
う
注
文
ま
わ
り
。 

７
／
７

〇
上
野
・
東
博
で
「
三
国
志
」
展
。 

７
／
８

〇
青
梅
市
友
田　

乃
木
庵
訪
問
。 

７
／
９

〇
鎌
倉
・
松
ヶ
岡
文
庫
に
て
鈴
木
大
拙
忌
。
次
に

東
慶
寺
で
横
田
老
師
仏
光
録
拝
聴
。 

７
／
12

〇
宗
禅
寺
大
施
餓
鬼
会　

十
時
総
代
さ
ん
・
薬
師

講
役
員
他
、
支
度
。
一
時
御
詠
歌
、
岡
崎
啓
純

和
尚
法
話
、
法
要
。
今
年
か
ら
永
昌
院
、
慈
勝

寺
和
尚
さ
ん
参
加
。
和
尚
さ
ん
二
十
一
名
。
片

付
け
後
、
謝
労
二
十
五
人
。
法
要
参
加
者
三
百

人
。
墓
参
を
入
れ
る
と
五
百
人
以
上
の
方
が
来

山
。
駐
車
場
三
カ
所
活
躍
。 

７
／
15

〇
建
長
寺
・
鎌
倉
禅
研
究
会
。
坪
根
伸
也
、
鈴
木

佐
先
生
、
四
十
人
の
参
加
。 

７
／
18

〇
一
日
留
守
番　

う
ど
ん
教
室
、
健
康
体
操
、
横
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須
賀
か
ら
稲
毛
さ
ん
遊
び
に
来
る 

７
／
19

〇
土
曜
講
座　

和
正
住
職
・
浜
中
喜
久
雄
・
奥
山

文
弥
さ
ん
。
三
十
五
人
。
土
曜
坐
禅
会
も
十
九

人
の
満
衆
。 

７
／
20

〇
写
経
会
十
八
人
の
参
加
。 

７
／
21

〇
梅
林
父
子
、
本
堂
カ
ー
テ
ン
付
け
。
四
時
茗
荷

谷
・
徳
雲
院
で
小
川
先
生
勉
強
会
。 

７
／
22

〇
羽
村
・
ゆ
と
ろ
ぎ
に
て
並
木
恒
延
さ
ん
、
日
本

芸
術
院
賞
祝
賀
会
。
二
五
〇
人 

７
／
23

〇
建
長
寺　

開
山
忌
。
法
要
・
斎
座
四
ッ
頭
に
出

席
。
酒
井
泰
玄
老
師
、
大
導
師 

７
／
24

〇
埼
玉
日
高　

勝
音
寺
岩
田
宣
弘
師
津
送 
７
／
26

〇
東
大　

日
本
仏
教
総
合
研
究
会
聴
講 

７
／
28

〇
並
木
恒
延
さ
ん
を
祝
う
会
。
打
ち
上
げ
。
客
殿

に
て
実
行
委
員
会
。
二
十
人
。 

７
／
31

●
七
月
に
来
山
さ
れ
た
方
は
お
盆
も
あ
り
、
一
八

八
七
人
で
し
た
。

〇
寺
の
女
性
陣
、
六
人
で
山
梨
へ
一
泊 

８
／
１

〇
と
う
ろ
う
流
し
役
員
の
方
々
、
二
十
人
、
灯
籠

の
供
養
名
入
れ
。 

８
／
２

〇
第
三
十
七
回
羽
村
と
う
ろ
う
流
し　

薬
師
講
の

方
四
十
人
。
八
時
集
合
支
度
。
四
時
再
集
合
、

宮
ノ
下
運
動
公
園
に
て
二
千
人
の
大
と
う
ろ
う

流
し
。
八
時
半
過
ぎ
、
宗
禅
寺
打
ち
上
げ
四
十

五
人
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

８
／
３

〇
朝
粥
坐
禅
会　

六
時
よ
り
十
五
人
。
全
英
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
渋
野
日
向
子
優
勝 

８
／
４

〇
市
ヶ
谷
・
防
衛
庁
前
訪
問
。
海
上
幕
僚
長
の
ご

招
待
。
十
八
階
で
カ
ツ
カ
レ
ー 

８
／
５

〇
青
伸
産
業
㈱
と
瑞
穂
土
地
賃
貸
契
約
。
総
代
さ

ん
立
ち
合
い
で
。
と
り
あ
え
ず
二
年
。
夕
方
鎌

倉
塾
、
本
多
喜
久
雄
さ
ん
。
鎌
倉
泊
、
翌
日
横

浜
美
術
館
で
原
三
渓
展
。 

８
／
６
〜
７

〇
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
で
加
藤
登
紀
子
シ
ョ
ー
。

帰
山
し
て
坐
禅
会
十
四
人
。 

８
／
10

〇
法
事
三
軒
担
当
。
歳
の
せ
い
か
疲
れ
ま
す
。
写

経
会
十
四
人
、
共
に
本
堂
で
お
経 

８
／
11

〇
小
川
・
円
光
寺
様　

お
施
餓
鬼
法
要
。
梅
林
棟

梁
父
子
、
長
椅
子
搬
送
台
納
入 

８
／
14

〇
高
校
野
球　

東
海
大
相
模
、
中
京
に
敗
れ
る
。

但
し
、
檀
家
さ
ん
の
息
子
さ
ん
井
上
恵
輔
君
ホ

ー
ム
ラ
ン
。 

８
／
17

〇
寺
子
屋
教
室　

島
田
松
市
さ
ん
の
川
崎
村
の
昔

話
を
読
む
。
八
人
で
。
参
加
者
募
集
中
。

 

８
／
20

〇
写
経
の
会
二
十
人
。
十
月
三
十
日
の
建
長
寺
檀

参
Ｐ
Ｒ
。
反
応
実
に
よ
い
。 

８
／
21

〇
建
長
寺
で
鎌
倉
禅
研
究
会
。
貫
井
裕
恵
・
鈴
木

良
明
各
先
生
。
暑
い
中
六
十
人
。 

８
／
22

〇
第
三
十
六
回
土
曜
講
座　

住
職
・
田
村
し
お
り

さ
ん
、
中
根
康
雄
さ
ん
。
終
戦
秘
話 

８
／
24

〇
瀬
谷
・
徳
善
寺
へ　

大
鑑
清
規
勉
強
会
。

 

８
／
26

〇
う
ど
ん
教
室　

第
一
期
組
。
教
室
は
現
在
、
二

組
。
島
田
辰
夫
さ
ん
が
指
導
。 

８
／
27

〇
鎌
倉
・
東
慶
寺
で
釈
宗
演
記
念
講
座
。
小
川
隆

先
生
の
「
禅
海
一
瀾
」
講
話
。 

８
／
28

〇
湯
島
・
麟
祥
院
で
臨
済
宗
老
師
等
の
結
集
。
老

師
方
未
来
に
向
か
っ
て
奮
起 

８
／
29
〜
30

〇
汐
留
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
今
村
仁
美
、

太
田
秀
和
、
山
本
勉
先
生
他
と
一
献
。
そ
の
前

に
麹
町
・
画
廊
ユ
ニ
テ
に
。 

８
／
30

●
八
月
に
来
山
さ
れ
た
方
は
、
一
三
七
〇
人
で
し

た
。
七
月
は
、
ご
葬
儀
で
お
寺
に
来
る
方
が
増

え
ま
し
た
。
ご
来
山
の
方
と
お
寺
が
ど
う
い
う

ご
縁
を
作
れ
る
か
が
、
お
寺
の
課
題
で
す
。
皆

さ
ん
が
、
お
寺
の
場
を
楽
し
ん
で
下
さ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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和
正
和
尚
日
單

〇
福
生
・
長
徳
寺　

長
徳
寺
副
住
職
敏
彦
和
尚
様

よ
り
、
住
職
甘
來
誼
章
和
尚
様
の
突
然
の
ご
逝

去
の
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
、
大
変
驚
く
。
大

動
脈
乖
離
。
長
徳
寺
さ
ん
は
祖
父
俊
諦
和
尚
を

羽
村
に
お
呼
び
下
さ
っ
た
ご
縁
が
あ
り
、
法
類

と
い
う
お
寺
の
親
戚
に
も
当
た
り
ま
す
。
私
も

入
寺
か
ら
結
婚
式
ま
で
出
席
し
て
下
さ
り
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

６
／
18

〇
福
生
・
長
徳
寺　

正
俊
和
尚
、
淑
子
母
と
と
甘

來
誼
章
和
尚
様
を
弔
問
。 

６
／
19

〇
福
生
・
長
徳
寺　

近
隣
の
寺
院
さ
ん
が
集
ま

り
、
誼
章
和
尚
の
密
葬
儀
・
本
葬
儀
の
打
ち
合

わ
せ
。
日
程
決
ま
る
。 

６
／
20

〇
福
生
・
長
徳
寺　

誼
章
和
尚
入
龕
（
納
棺
）
の

儀
へ
。 

６
／
21

〇
土
曜
講
座　

羽
村
郷
土
博
物
館
館
長
、
河
村
先

生
の
博
物
館
の
魅
力
の
お
話
し
と
ホ
ソ
ヤ
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
細
谷
さ
ん
の
花
火
の
お
話

し
。
私
は
朝
鮮
半
島
の
仏
教
。 

６
／
22

〇
谷
中
興
禅
寺　

興
禅
寺
山
﨑
正
一
和
尚
二
十
三

回
忌
法
要
。
祖
父
の
法
要
。
七
月
に
親
戚
の
法

要
が
あ
る
た
め
、
今
回
は
和
尚
さ
ん
メ
イ
ン
。

臨
済
宗
の
和
尚
さ
ん
用
の
儀
式
で
行
う
。 

 

 

６
／
23
〜
24

〇
五
日
市
・
徳
蔵
寺　

鈴
木
教
允
和
尚
様
の
通

夜
、
葬
儀
へ
。
草
花
の
陽
向
寺
さ
ん
の
師
僧
で

あ
り
、
お
父
様
で
す
。 

６
／
25
〜
26

〇
福
生
・
長
徳
寺　

甘
來
誼
章
和
尚
、
密
葬
義
。

寺
院
の
受
付
を
担
当 

６
／
27
〜
28

〇
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会　

近
隣
寺
院
の
施
餓
鬼
法
要

が
始
ま
る
。
ま
ず
は
、
青
梅
宗
徳
寺
さ
ん
へ
。

七
月
十
七
日
ま
で
十
一
ヶ
寺 

７
／
１

〇
寺
子
屋
委
員
会　

島
田
松
市
さ
ん
の
「
川
崎
村

の
昔
話
」
を
み
ん
な
で
読
む
。 

７
／
２

〇
瑠
璃
花
と
花
音　

五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
。

妻
や
家
族
、
皆
様
の
お
か
げ
さ
ま
で
、
元
気
に

五
歳
を
迎
え
ま
し
た
。 

７
／
３

〇
総
代
会　

お
寺
で
定
期
総
代
会
。
お
盆
施
餓
鬼

の
こ
と
、
ペ
ッ
ト
供
養
墓
新
設
の
こ
と
、
瑞
穂

町
、
市
内
の
地
所
の
こ
と
、
秋
の
本
山
檀
参
な

ど
議
題
多
数
。 

７
／
３

〇
護
持
会
清
掃　

護
持
会
と
薬
師
講
役
員
の
皆
様

に
よ
る
お
盆
前
の
お
寺
の
清
掃
。
お
昼
は
う
ど

ん
教
室
の
皆
様
の
う
ど
ん
。 

７
／
６

〇
消
防　

西
多
摩
衛
生
組
合
に
て
朝
練
。
大
会
ま

で
一
週
間
。 

７
／
７

〇
仏
壇
供
養　

区
画
整
理
に
て
動
い
た
檀
家
さ
ん

宅
で
引
っ
越
し
後
の
仏
壇
供
養 

７
／
11

〇
ポ
ン
プ
操
法
審
査
会　

市
内
第
一
中
学
校
で
操

法
大
会
。
天
候
は
珍
し
く
雨
。
競
技
会
場
に
水

た
ま
り
。
一
分
団
は
見
事
準
優
勝
。
良
か
っ

た
。
本
当
に
良
か
っ
た
。 

７
／
14

〇
山
門
施
餓
鬼
会　

宗
禅
寺
の
盂
蘭
盆
総
供
養

会
。
近
隣
か
ら
和
尚
さ
ん
二
十
名
来
山
、
読
経

し
て
下
さ
る
。
法
話
は
市
内
禅
林
寺
岡
崎
啓
純

和
尚
様
。
羽
村
の
お
話
し
も
し
て
下
さ
り
、
地

元
の
和
尚
様
の
良
さ
を
感
じ
る
。
本
堂
満
衆
。

裏
の
第
二
駐
車
場
も
含
め
て
、
駐
車
場
満
車
。

片
付
け
後
、
総
代
さ
ん
薬
師
講
役
員
さ
ん
、
お

手
伝
い
の
皆
様
で
客
殿
で
乾
杯
。 

７
／
15

〇
お
盆
早
朝
坐
禅
会　

最
終
日
。
今
年
も
お
盆
が

終
わ
り
ま
し
た
。 

７
／
16

〇
瑠
璃
花
と
花
音　

毎
年
恒
例
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
の

は
ず
が
、
気
温
天
候
い
ま
い
ち
の
た
め
、
新
江

ノ
島
水
族
館
へ
。 

７
／
18

〇
土
曜
講
座　

こ
の
日
は
多
摩
川
ス
ペ
シ
ャ
ル
。

多
摩
川
漁
協
・
浜
中
さ
ん
と
羽
村
在
住
、
東
京

海
洋
大
学
教
授
、
奥
田
文
弥
先
生
。 

７
／
20

〇
谷
中　

綾
子
さ
ん
瑠
璃
花
、
花
音
と
実
家
の
祖

父
山
﨑
正
一
爺
二
十
三
回
忌
法
要
へ
。
亡
き
祖

父
に
は
子
供
四
人
、
孫
九
人
、
曾
孫
十
二
人
。

ほ
と
ん
ど
全
員
集
ま
っ
て
下
さ
り
、
賑
や
か
な
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法
事
と
な
り
ま
し
た
。 

７
／
21

〇
建
長
寺　

毎
年
の
開
山
忌
法
要
へ
。
母
は
二
十

三
日
、
私
と
正
俊
和
尚
は
二
十
四
日
に
本
山

へ
。 

７
／
23
〜
24

〇
福
生
・
長
徳
寺　

誼
章
和
尚
本
葬
儀
の
打
ち
合

わ
せ
へ
。 

７
／
25

〇
日
高
・
勝
音
寺　

岩
田
和
尚
様
の
本
葬
儀
へ
正

俊
和
尚
と
。 

７
／
26

〇
建
長
寺　

夏
休
み
の
宿
泊
子
供
会
「
少
年
少
女

禅
の
集
い
」
の
お
手
伝
い
へ
。
子
供
達
が
お
寺

で
二
泊
三
日
過
ご
し
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
大
会
、
海
水
浴
に
坐
禅
と
朝
の

お
つ
と
め
。
う
ち
の
娘
は
何
年
後
か
ら
参
加
で

き
る
か
。 

７
／
29
〜
31

〇
灯
籠
流
し　

実
行
委
員
の
皆
様
と
晩
に
お
寺
で

灯
籠
の
名
入
れ
作
業
。 

８
／
２

〇
灯
籠
流
し　

第
三
十
七
回
羽
村
灯
籠
流
し
。
今

回
か
ら
実
行
委
員
長
は
島
田
幸
成
さ
ん
に
。
天

候
に
恵
ま
れ
る
。 

８
／
３

〇
福
生
・
長
徳
寺　

誼
章
和
尚
様
の
本
葬
儀
の
案

内
状
作
成
の
お
手
伝
い
。 

８
／
５

〇
日
野
・
宝
泉
寺　

齊
藤
純
一
和
尚
密
葬
義
通
夜

に
参
列
。 

８
／
６

〇
建
長
寺　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ま
く
ら
て
ら
こ
や
建
長
寺
合

宿
へ
。子
供
達
と
大
学
生
に
よ
る
三
泊
四
日
の
合

宿
。毎
年
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
二
日
間
の
み
、参
加
。 

８
／
８
〜
９

〇
川
崎
盆
踊
り　

青
壮
年
会
の
盆
踊
り
。
盆
踊
り

は
元
々
仏
教
儀
式
。
瑠
璃
花
と
花
音
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

８
／
10

〇
八
月
旧
盆　

旧
盆
の
お
寺
さ
ん
の
盂
蘭
盆
施
餓

鬼
法
要
へ
。
埼
玉
県
小
川
円
光
寺
、
秩
父
円
融

寺
、
三
芳
多
福
寺 

８
／
14
〜
16

〇
消
防　

晩
、市
役
所
に
て
防
災
訓
練
の
事
前
訓

練
。消
火
器
、担
架
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
。 
８
／
15

〇
土
曜
法
話　

建
長
寺
三
門
下
で
毎
週
土
曜
日
十

一
時
と
十
三
時
に
法
話
が
聞
け
ま
す
。
当
番
の

た
め
、
鎌
倉
へ
。
真
夏
の
暑
い
中
、
午
前
中
は

三
十
名
の
皆
様
が
聞
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
外

国
人
増
え
た
。 

８
／
17

〇
川
崎
東
町
内
会
納
涼
会　

川
崎
公
園
で
納
涼

会
。
今
年
は
妙
な
制
服
を
着
て
行
き
ま
し
た
。

娘
た
ち
に
は
射
的
は
ま
だ
早
か
っ
た
み
た
い
で

す
。 

８
／
17

〇
寺
子
屋
委
員
会　

続
・
島
田
松
市
さ
ん
の
川
崎

村
の
昔
話
を
読
む
。 

８
／
20

〇
篆
刻　

五
カ
月
ぶ
り
に
篆
刻
教
室
に
参
加
で
き

ま
し
た
。今
回
か
ら
一
面
に
二
文
字
。来
年
の
文

化
展
に
出
品
す
る
作
品
が
一
点
完
成
。 
８
／
21

〇
土
曜
講
座　

田
村
し
お
り
さ
ん
の
ヴ
ィ
オ
ラ
の

演
奏
と
、
中
根
康
雄
さ
ん
に
よ
る
ご
尊
父
中
根

吾
一
さ
ん
の
終
戦
秘
話
。
吾
一
さ
ん
は
日
本
陸

軍
に
て
終
戦
の
中
心
部
に
お
ら
れ
た
方
。
貴
重

な
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
。
私
は
い
よ
い
よ

日
本
仏
教
史
へ 

８
／
24

〇
旅
行　

親
子
四
人
で
軽
井
沢
へ
。
雨
に
降
ら
れ

る
も
、
涼
し
い
軽
井
沢
。
花
音
は
や
や
ア
ト
ピ

ー
気
味
な
の
で
、
涼
し
さ
歓
迎
。
お
も
ち
ゃ
王

国
。 

８
／
27
〜
29

〇
消
防　

車
庫
で
防
災
訓
練
の
準
備
。
西
多
摩
大

会
に
出
場
す
る
五
分
団
の
練
習
見
学
。 
８
／
30

〇
羽
村
市
総
合
防
災
訓
練　

一
分
団
は
武
蔵
野
小

学
校
と
第
三
中
学
校
、メ
イ
ン
の
松
林
小
学
校
へ
。

私
は
三
中
で
消
火
栓
訓
練
を
担
当
。 

９
／
１

〇
福
生
・
長
徳
寺　

近
隣
和
尚
様
集
ま
っ
て
、
誼

章
和
尚
本
葬
儀
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
。 
９
／
２

〇
淑
子
母
と
正
俊
和
尚
、夫
婦
別
々
に
海
外
へ
。ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
と
ベ
ト
ナ
ム
。旧
ソ
連
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通
り
道
で
、仏
教
遺
跡
が
あ
る

国
。ベ
ト
ナ
ム
も
仏
教
国
で
す
。

〇
西
東
京
臨
済
会
研
修
旅
行　

愛
知
県
犬
山
の
瑞

泉
寺
専
門
道
場
を
訪
問
。
犬
山
城
、
常
滑
で
焼

き
物
体
験
。 

９
／
４
〜
５

〇
熱
海
興
禅
寺　

修
行
道
場
の
先
輩
が
秋
に
晋
山

式
。
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
熱
海
へ
。 
９
／
10



　

皆
さ
ん
の
学
び
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
檀
家

さ
ん
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま

す
。
予
約
不
要
、
直
接
お
い
で
下
さ
い
。
お

茶
代
三
〇
〇
円
で
す
。

◆
第
三
十
七
回　
九
月
十
四
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座
　

　

「
日
本
仏
教
史
そ
の
２　

聖
徳
太
子
と
仏
教
」

　

住
職　

高
井
和
正

・
宗
禅
寺
薬
師
堂
の
こ
と
　
　閑
栖　

高
井
正
俊

・
仏
像
の
お
話
し
　
―
薬
師
如
来・運
慶
―
―

清
泉
女
子
大
学
教
授　

山
本
勉
先
生

◆
第
三
十
八
回
　
十
月
十
九
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座

　

「
日
本
仏
教
史
そ
の
３　

奈
良
の
仏
教
」

宗
禅
寺
住
職　

高
井
和
正

・
私
の
し
て
い
る
こ
と
　
―
放
射
線
と
最
新
医
療
―

　

テ
ク
ノ
ラ
ン
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
社
長　
　

清
水
孝
志
さ
ん

・
法
話
「
御
詠
歌
入
り
モ
ウ
ロ
ク
話

　
　
　
　
　

―
夏
ほ
と
と
ぎ
す　

秋
は
月
―
」

青
梅
市 

曹
洞
宗 

聞
修
院 

住
職　

田
中
正
哉
師

◆
第
三
十
九
回
　
十
一
月
十
六
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座
　
日
本
仏
教
史
そ
の
４

宗
禅
寺
住
職　

高
井
和
正

・
私
の
し
て
い
る
こ
と 

「
川
崎
鉄
工
の
歩
み
と
共
に
」

川
崎
鉄
工
株
式
会
社　

前
社
長　

島
田
俊
司
さ
ん

・
二
ノ
宮
神
社
か
ら
島
田
家
文
書
へ

羽
村
古
文
書
研
究
会　

会
長　

山
口
正
義
さ
ん

◆
第
四
十
回
　
十
二
月
七
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

　
お
釈
迦
様
の
お
悟
り
を
た
た
え
る
集
い（
成
道
会
）

・
成
道
会
法
話　
　
　
宗
禅
寺
住
職　

高
井
和
正

・
御
詠
歌
を
皆
で
唱
え
ま
し
ょ
う

　
　

宗
禅
寺
御
詠
歌
講
の
皆
さ
ん
と
共
に

・
奉
納
　
三
絃
と
舞
の
調
べ

　

舞
　
岡
野
美
蒼
　
三
味
線
　
祖
母
井
文
恵

　
尺
八
　
後
藤
宇
山
・
千
葉
蘭
山
　
琴
　
島
田
洋
子

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。日
本
禅
の
始
ま
り

の
寺
、鎌
倉・建
長
寺
で
禅
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

会
場
は
鎌
倉
の
建
長
寺
、午
後
一
時
〜
四
時
半
。拝

観
料
五
〇
〇
円
と
資
料
代
五
〇
〇
円
で
す
。申
し

込
み
は
不
要
で
す
。直
接
会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

◆
第
百
五
十
七
回
　
九
月
十
九
日（
木
）　
於
建
長
寺
應
供
堂

・
禅
宗
渡
来
以
前
の
鎌
倉
仏
教

早
稲
田
大
学
大
学
院　

広
福
寺
副
住
職　

白
川　

宗
源　

師

・
鎌
倉
仏
教
と
蒙
古
襲
来

東
京
大
学
講
師　

大
塚　

紀
弘　

先
生

◆
第
百
五
十
八
回　
十
月
十
七
日（
木
）　
於
建
長
寺
應
供
堂

・
梅
林
折
花
集
を
よ
む 

―
十
四
世
紀
宗
教
批
判
―

明
星
大
学
助
教　

芳
沢　

元　

先
生

・
中
世
の
喫
茶
文
化　

京
都
府
茶
業
会
議
所
理
事　

橋
本　

素
子　

先
生

◆
第
百
五
十
九
回
　
十
一
月
二
十
一
日（
木
）　
於
建
長
寺
應
供
堂

・
清
拙
正
澄
の
大
鑑
清
規

大
鑑
清
規
勉
強
会・禅
居
院
副
住
職　

山
名
田　

紹
山　

師

・
蘭
渓
道
隆
の
伝
え
た
開
山
忌
と
そ
の
後
の
展
開

鶴
見
大
学
講
師・徳
善
寺
住
職　

尾
崎　

正
善　

先
生

◆
第
百
六
十
回
　
十
二
月
十
二
日（
木
）　
於
建
長
寺
應
供
堂

・
高
峰
顕
日
と
夢
窓
疎
石

東
京
大
学
大
学
院　

余　

新
星

・
蘭
渓
道
隆
の
日
本
布
教

福
厳
寺
副
住
職　

釆
澤　

良
晃　

師

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

鎌
倉
禅
研
究
会
開
講
の
お
知
ら
せ

鎌
倉
禅
研
究
会
開
講
の
お
知
ら
せ

そ う ぜ ん じ 便 り （10）

宗禅寺ホームページ  http://www.hamura-souzenji.com

宗
禅
寺
毎
月
の
活
動

●朝粥坐禅会……

●土曜坐禅会……

●彼岸早朝坐禅会……
●土 曜 講 座……

●写　経　会……

●御　詠　歌……
●手打うどん教室……
●木 彫 教 室……

●俳 句 教 室……
●尺八吹禅の会……

●介護予防体操……

毎月第一日曜日　朝6時～8時半　一日の始まりに坐禅。
坐禅後、禅の作法でおかゆをいただきます10/6 11/3 12/1
毎週土曜日　子供：夕6時～7時　大人：7時半～9時半
繰り返し繰り返し深い呼吸を。イス坐禅もあります
彼岸中(9月20日～26日)毎朝6時～7時開催。　短い時間で初心者向きです
毎月一回の勉強会。 13時～16時　地域文化の共有と創造を目指し、地域
伝統を後世に。  9/14  10/19  11/16  12/7
毎月1日、11日、21日、1時～3時
般若心経の写経をしています。支度、片付けは全員で。
毎月第1・3火曜日　1時半～3時　指導：高井淑子
現在２クラス開講中。月一回。講師：島田辰夫先生
毎月第1・第3土曜日  13時～16時まで  講師：新井達矢先生  場所：宗禅寺禅センター　
仏像や能面を自分で彫ってみませんか？月謝5000円(道具、材料費は要別途)
毎月1回、適宜。問い合せ先：中野つたえ　☎554－2444
毎月第1、第3月曜　夜7時半～9時頃
坐禅15分、練習60分、問い合せ：坂井陵童　☎554－3273
健康体操の集いです。直接、禅センターにお越し下さい
毎週金曜日14時～16時　予約不要

○女性サンガの会・薬師講・寺子屋委員会・護持会　――活動中です――
○宗禅寺禅センターをお使い下さい。

―
お
寺
で
新
た
な
自
分
の
発
見
を
―


